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本論文は，反応性と物性に非常な興味をもたれている有機リン化合物の 3 価と 5 価の化合物に
ついて，光による挙動と反応を ESR スペクトノレ，速度論的考察によって解明し，その結果より
多くの新しい合成反応法を開拓した。またさらに有機リン化合物の放射線化学反応を光化学反応
と対比して，それぞれの特異性を明らかにしたものである。
以上の結果は有機リン化学，および光，放射線化学，並びにそれらの合成化学工業の発展に貢
献するところが大である。よって本論文は博土論文として価値あるものと認める。
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